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{ヂザンテグラシオン}はマダム・ダヴィドのイルカムへの依頼で、音楽アシスタントのア

ンドワュ…・ジェルゾと共にイルカム内のスタジオで製作され、出j脹された。 1983年 2月 日

目、ペーテル・エトヴェシュ指郷、アンサンプル・アンテルコンテンポランによってイルカム

場内のスペースにおいて初瀬された。

{デザンテグラシオン}という題名は馬いた技術り過程について述べている。音色を鵠別の

構成要素へと分解(デザンテグラテ)し、我々の現に音の内務構造を解き明かしつつ、我々的昌

喜きで背は解け合う。しかし、音楽の絶え間ない流れが、秩序の務費と無秩序、ノイズの聞で、

不規鰐な非倍音へと分解、変質していくこともまた間接に、おそらく無意識的にほのめかされ

ている。

テープと 13楽器のための{ヂザンテグラシオン}は、作曲者による長年の音響スペクトル

の研究の成果として鶴侍された。本作品において用いられる素材は繋数椅音と非繋数議音のス

ペクトル解析によって行わ杭る背の解体とその再構築によって得られており、畿も微献な技法

から構造における展開方法までこの素材から導き出された技法で構築されている。

作品で用いられるスペクトルは皆、業器音に含まれる倍音列の分新から抽出されたものであ

り、セクションごとに、ぜアノ、クラリネット、オーボエ、フルート、コントラパス等、議々

な楽器が元となっている。本作品で、ミュライユは HarmonyとTimbreというこつの響きの

概念について、楽譜の設において区演を議明している。この差輿と誌荷か。これを確かめるべ

く、畠中で用いられる音響の理論的持組みとその使用方法を議認し、考察を持った。

ミュライユは音響を単なる響きの枠組みを慈え、音楽の形式を揖戒する上での手段として用

いるに遣さった。このような音色の絞り扱いこそが、スペクトル楽誠全体の特徴である。ミュラ

イユは、以下に述べるような作曲法への接関を行っている。{デザンテグラシオン}において、

ミュライユは訟を構成する手段として、昔響合惑を 4種類の方法に分けている。スベクトル

讃域の断片伯、フィルターによってスペクトル領域に輯隈をかける方法、音色の旋簿記、そし

て非憶膏スペクトルの溝薬である。ごつの音南信号を掛合わせる FM合成、 RM合成、怒糞合

成をなどを罵いて楽器の信音列iをスペクトル解析し、オーケストラとテープによって模倣する

ことによって、再携築した。

過去の全韻的セリ…主義は、音fちに内在する科学のレベルで音の構造を規定する段階へと移

行した。スペクトル嫌派の音楽は、音響的マクロ講造と音響詩ミクロ構造の中に、音響学の発

展とテクノロジ}によって可能となった様々な手法記よって作鵡技法を創造した。響楽作品と

して実現させた彼等の膏薬奨学は、 60年ftの前衛音楽とは立場を分かちつつ、彼等は審楽史
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の一怠を担うにふさわしい功績を残すに叢った。スペクトル殺派の咋藤家遣は、音とは特定の

楽譜音楽における音符のことを指したわけで詰まく、また複数の調性の対誌を表現するという

腎標的作曲のためのものでもなかった。スペクトル楽援は、セリー主義の批判的継承として

楽と音響学のせめぎ合いを響負いつつ饗現を模索していた。

膏楽技法としてのスペクトルの使患はシュトックハウゼンによってこの時提鵡されていたが、

これは 1966年のダルムシュタット国際音楽祭にてアドルノとリゲティの議論の的にもなった 

Sonorityと Tonalityの区別に関する議論に発撲し、スペクトル楽採にとっては Timbreと 

Harmonyの開題として受付離がれた。音響学と聴覚諾知耗学が発展した 20世組後半におい

て、音の本震をどう捕えるかという問題は、シュトックハウゼンが Sonorityと Tonality;を区

別すべきか杏か悩んでいた扶況よりも遥かに擾雑で難解金調蟻になっているように見受けられ

る。ミュライユはこれまで纏認して来たように、普響的知胤をそ吟まま用いるのではなく、新

たな作曲文法の手段として謀関している。 Timbreによってミュライユの膏響学的知克から見

た音の環象を捉え、その一方で Harmonyによって、彼が様々会先人たちから彰離を受け、培

って来た音楽観の延長としての音楽を表現した。ミュライユはヂザンテグラシオンの作換にあ

たって、このせめぎ合いを撞いていると述べている。しかしまた畿は同時に最襲的に自分が饗

現したいのは Harmonyであると言っている。これは、スペクトル楽援が決して背響学の実験

結果のように作品を扱ってはいないことを携し示している。授が{ヂザンテグラシオン}で行

ったのは、音の内部にある関係性を鱗片化することによって新たな欝ぎを構築するということ

であ号、奮の物理的現象と作曲家としてのせめぎ合いの中で、ミュライユは音響的知見の研究. 

iこ真撃に取り組み、かっ新た令持曲文訟の手段として膿関した。つまり、ミュライユは 

Timbre(膏艶)が Harmony(倍音)の集合捧であるという安易な理解ではなく、それをも含む、

響き全体の講築との間にあるせめぎ合いに挑んでいるのである。{デザンテグラシオン》は音

の物理的現象に対し、議々な形でもって分解、解体を行うことを通じ、再rJ.斎を構築し、新た

な響ぎを作ち出した。これはお世紀音楽史におけるテクノロジーと作曲の鱒むり方としての

一つの密警であり、知識と経験，計欝されうる要素と許調不可能な要素の関の 1980年ft初頭

におけるびとつの回答であった。




